
テーマ②
『日常生活療養（急変時対応含む）』

に関する報告

東住吉区在宅医療介護連携相談支援室の取組み

東住吉区在宅医療介護連携相談支援室

（受託法人 東住吉区医師会）



東住吉区の主な取り組み
～生活の場における医療・介護連携～

【平成28年度・29年度】

課題抽出のためのアンケートを実施

①診療所への在宅医療に関するアンケート（H28.9）
対象：112診療所 回収：105診療所（回収率93.4％）

②ケアマネジャーアンケート実施（H29.3~4）
配布：279名 回収：209名（回収率75.7％）



①診療所アンケートからの課題と取り組み

・緊急時や急変時、医師不在など後方支援としての病院との更なる連携

・在宅医療を行っている医療機関間の連携、情報交換など診診連携

・多職種連携、ネットワークづくり など

●「東住吉区在宅かかりつけ医交流会」の開催
・平成28年度１回 ・平成２９年度２回

●「東住吉区病診連携の会」の開催継続（年１回）
・平成29年度は「東住吉区内・近隣区病診連携の会」へ

●冊子「在宅医療機関情報Vol.2」発行



「東住吉区在宅かかりつけ医交流会」

【平成28年度・平成29年度】

●第1回（H29.3.14）

「東住吉森本病院ケア緩和ケア病棟の活動状況と利用について」

●第2回（H29.7.11)

「在宅での緩和ケアと地域連携について」

●第3回（H30.3.17)                                         

「地域で緩和ケアを進めるにあたって」

「訪問看護ステーションとの連携」 訪問ステーション事業所から事業所紹介

「救急対応状況について」

シンポジウム形式



②ケアマネアンケートからの課題と取り組み

・病院からの退院支援について

・在宅における医療職との連携

・在宅の看取りについて

・多職種との連携

・連携シートについて…

大いに活用している、活用しているが 28.7％

非常に必要、必要が 78.0％

「連携シート」の見直し、検討、改訂
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●＜医療・介護情報FAX連絡票＞の作成（H30.2)



・担当になった挨拶
・退院時カンファレンスやサービス担当者会議の案内、出欠や意見
・医療系サービスを導入するにあたり、主治医からの意見・相談
・居宅療養管理指導についての連絡
・医療や歯、服薬などさまざまな相談 など

連携シート「医療・介護情報FAX連絡票」

＊主治医とケアマネジャー間との「連携シート」を改正
＊他職種間で相互に使える『共通の連携シート』
（医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護師、ケアマネジャーなど）

＊FAXで可能
＊照会目的にチェックし、気軽に使えるシート



平成30年度さらなる取り組み推進に向けて
~ 医師会役員体制変更 ~

〇診療所への在宅医療に関する意識調査実施（H30.7)

各関係機関との一層の連携推進を目指して課題抽出

●「医療と介護の会～医師会とケアマネ連絡会との意見交換会～」の開催(H30.9.22)
●「東住吉区内、近隣区病診連携の会」の開催（H30.11）
●「医師会と訪問看護ステーション連絡会との意見交換会」の開催（H31.１）
●「東住吉区在宅かかりつけ医交流会」の開催（H31.2～3月）
●「連携シート」の活用状況の評価（H30.11~)



今後に向けて

点から線へ。線から面へ広がる活動へ

きめ細かな活動を目指して
東住吉区の区民、医療・介護・福祉等の専門職など全ての皆さ
んの力を信じて広がる活動へつなげていければいい。


